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平成11年 度  相模原市立博物館年報

I 管理運営

1 組織及び職員

)組織 と事務分掌

相模原市立博物館協議会

(2)職員 (平成12年 3月 31日 現在)

館長 (非常勤 ) 神崎 彰利

副館長 参事(兼 )副 館長 安立 武晴

管理係 誰幹(兼)制脹 細谷 浩

主 任   鉢村 敏雄

主 事   志田久仁子

学芸班 副主幹 (学芸員)    杉本 芳秋
(学芸班担当)

(3)

博物館運営の調査研究に関すること

博物館の維持管理及び秩序保持に関すること

博物館の利用承認等利用に関すること

・ 博物館資料の収集、整理、保管、展示及び調査研究に関

すること

・ 博物館資料の利用に関する説明、指導及び調査研究に関

す ること

・ 博物館の各種事業の実施に関すること

・ 他の博物館等との連絡、協力、情報の交換及び博物館資

料の相互貸借に関すること

・ 図書館その他教育、学術又は文化に関する諸施設との協

力及びその活動の援助に関すること

e市史に関すること。

主査 (社会教育主事)  守屋

主 査 (学芸員)    浜田

主 査 (学芸員)    加藤

指導主事        福田

主 任 (学芸員)    木村

主 任 (学芸員)    笠原

博文

弘明

隆志

茂

衡

正則

(天文担当)

(動物担当)

(地理担当)

(民俗担当)

(天文担当)

(孝古担当)

(天 文担当)
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第 2回

平成11年 9月 21日 (火 )

第 3回
平成11年 12月 3日 (金 )

第 4回
平成12年 2月 17日 (木 )

福田 豊   (情 報担当)

草薙 由美  (歴史担当)

金井 憲一  (地質担当)

秋山 幸也  (植物担当)

答申案について

収蔵品展見学

会長及び副会長の選出

博物館協議会のこれまでの活動について

今後の協議内容について

博物館活動の現状について

答申に係 る博物館の考え方について

企画展見学 ほか

主 事

主 事 (学芸員 )

主 事 (学芸員 )

学芸員補

*な お、受付案内業務は (財 )相模原市都市整備公社に委託 し9名が配属され、

プラネタリウム投影業務の一部は (株 )東急 コミュニティーに委託 し4名 が配属

されている。

2 博物館協議会

1)委員 (平成11年 11月 20日 現在 )

氏  名 備  考

清水 克恵 市立若松小学校教諭

岡  信幸 市立清新中学校教諭

池田 高明 県立大沢高等学校教諭

平賀 友子 市社会教育委員

藤田巳智雄 市文化協会

香村 紘一 会長 0市文化財研究協議会

廣田 郁香 市立小中学校PTA連絡協議会

長 田かな子 地域史研究家

松島 義章 副会長・ 県立生命の星地球博物館嘱託

平林 久 文部省宇宙科学研究所教授

開 催 日
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(2)会議

お も な 内 容

第 1回
平成11年 5月 26日 (水 )

平成10年度事業報告について

平成11年度予算及び事業予定について

諮問事項の検討、企画展見学ほか



3 施 設

(1)施設概要

・ 敷地面積

・ 構造

・ 規模

・ 建築面積

0延床面積

(2)施設管理

・ 施設の設備管理、警備、清掃業務 は外部委託 している。

・ 消防31練  5月 11日 (火 咄時休館日)、 10月 19日 (火・臨時休館日)、 1月 26日 a)

4 予 算

半 成 ■ ■ 年 度 予 算

前年度予算額 比  較

355,916 880,713

9,999.481ゴ

鉄筋 コ ンク リー ト造一部鉄骨鉄筋 コンク リー ト造

地下 1階 0地上3階建て

5,081.03rご

9,510.24ぽ

・ 鉄骨造

(単位 :千 円 )

本年度予算額

特定財源 15,82

(特財内訳 )

その他   15,82
-般財源 340,09

節

明説
区 分 金  額

1報酬 4,054 博物館の運営及び維持管理に要する経費

1

経費内訳

1博物館協議会経費

2施設運営費

(5)そ の他運営費

3施設維持管理費

4施設維持補修費

5博物館用地購入事業

(債務負担行為)

6-般事務費 1,440

合 355,916言

=I―

588

880,713

8報償費

9旅費

11,009

1,159

11需要費 92,364

12役務費 1,009

13委託料 206,691

14使 用料及び賃借料 38,077

18備 品購入費 1,436

19負担金、補助及び

交付金

ｎ
ｕ

ｎ
υ

27公 課費
９

４
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Ⅱ 教育普及

1 入館者数

(1)平成11年 4月 1日 ～平成 12年 3月 31日

総計  115, 031_人
(2)各月 ごとの詳細は、次のとおり。

平成 12年 3月 31日 現在 相模原市立博物館入館者統計

月 入館 者 総 数 プラネ総数 ―AI枠影 _l 全天 日 映画 学習投影計 持別展総数 星空観望会 業 プラネ観管料 1日 平 均11年 4月 2,67E 12,3
924360 ,7●

5月
3.050

1711

1 17882206月 3785 1 171 903 200 1049580
7月 12807 2193 995
8月 15815 3.366 5,052

1497020

9月 2.384.980 ２６

一

２。
1926 347

卿一榔
2.468

1263600
025 14017201:日

3526 1097340 50412日 2593 696 890
27`

30〔

12年 1月
2507 287

478

995,400

939300
2月 3401 737
3月 7.549

115031

3563 1.589
11年度計

364 953200 7
23,651 9250 665 5.255 16325720

総 計 532124 238.338 45991 16933 69.667140

7年摩 7839〔 3826` 1679( 1268F
11099・J201   10フ

8年
「

_F 12559G 5802〔 10601 36.682 123つ
9年席 105793 4335F 1865Z n64イ 2838ε 110∠ 30(

20`

351

356
lo生 障 10730(

4 4nC 282090C
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2 特別展・ 企画展・ 収蔵品展

(1)企画展「都市化の中の くらし」

①内 容 家電製品などを通 して昭和30年代からのくらしの移 り変わりを展示。

②期 間 平成 11年 4月 29日 (木 瑚)～ 6月 13日 (日 )

③観覧料 無料

④入場者  9,528人

⑤出版物 ポスター(B2)500枚、チラシ(A3両面)10,000枚

⑥講演会  5月 16日 (日 )、 テーマ「家電製品から見た戦後の暮 らし」、参加者23人

講師 :青 山 芳之氏 (順天堂大学教授 )

(2)特別展「水生昆虫の世界」

①内 容 標本や水槽を使 ってゲンゴロウ等の水生昆虫及び水辺の環境を展示。

②期 間 平成 11年 7月 17日 (1)～ 8月 31日 (火 )

③観覧料 大人 300円・ 中学生以下無料

④入場者  8,018人 (う ち有料大人 2,647人 )

⑤出版物 図録 1,000部、ポスター(B2)500枚、チラシ(A輌面)10,000枚

⑥関連事業  7月 25日 (日 )、 フライタイエング(毛 ばり製作)実演会、参加者50人

講師 :宮下 力氏 (東京都立秋川高校教論、水生昆虫談話会会員)

8月 8日 (日 )、 臨議会「 おもしろ水生昆虫学」、参加者70人

講師 :石綿 進一氏 (神奈川県環境科学センター)

金田 彰二氏 (日 本工学院専門学校)

岸  一弘氏 (茅 ヶ崎市文化資料館)

野崎 隆夫氏 (神奈川県環境科学センター)

(3)収蔵品展「相模原の農機具」

①内 容 脱穀・ 調製用具に焦点を当てて、かつての農村の一端を紹介。

②期 間 平成11年 9月 18日 G)～ 10月 17日 (日 )

③観覧料 無料

④入場者  4,686人

⑤出版物 ポスター(A2)500枚

(4)特別展「描かれた農耕の世界」

①内 容 県内及びその周辺域にある四季耕作図や養蚕図・ 農具図等を展示。

②期 間 平成11年 10月 30日 G)～ 11月 28日 (日 )

③観覧料 大人 300円・ 小中学生 100円

④入場者  2,989人 (う ち有料大人 655人・ 小人70人 )

⑤出版物 図録 1,000部 、ポスター(B2)500枚 、チラシ(A師面)10,000部

⑥講演会 11月 3日 (水 咄)、 テーマ「四季耕作図から見えるもの」、参加者50人

講師 :河野 通明氏 (神 奈川大学教授 )

11月 14日 (日 )、 テーマ「農民文化と農耕図」、参加者35人

講師 :佐藤 常雄 (筑波大学教授)
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(5)収蔵品展「縄文土器がいっぱい」

①内 容 遺跡発掘調査の成果を公開 し、土器の形や縄文時代の くらしを紹介。
②期 間 平成11年 12月 11日 (上)～平成12年 1月 16日 (日 )

③観覧料 無料

④入場者  3,531人

⑤出版物 ポスター(A2)500枚

⑥講演会 12月 18日 Q)、 テーマ「縄文人の土木技術J、 参加者75人

講師 :山 田 昌久氏 (東京都立大学助教授 )

1月 10日 (月
,祝

)、 テーマ「 よみがえる文化財」、参加者 115人

講師 :村田 忠繁氏 ((財 )元興寺文化財研究所 )

(6)企画展「 星空探訪」

①内 容 星空に親 じむことをテーマに古星図や隕石などを展示。
②期 間 平成12年 1月 29日 G)～ 3月 26日 (日 )

③観覧料 無料

④入場者  7,916人

⑤出版物  ポスター (32)500枚 、チラシ(A4両面)10,Ooo枚

⑥講演会  2月 4日 (金 )、 スターウォッチング、参加者28人

2月 20日 (日 )、 テーマ「 スターウォッチングに出かけようJ参加者49人
講師 :国司 真氏 ((財 )天文博物館五島プラネタリウム解説員 )

2月 20日 (日 )、 星に親 じむ集い、参加者33人

講師 :国 司 真氏 ((財)天文博物館五島プラネタリウム解説員 )

3 講座 0観望会・ その他の事業

I講座

(1)地質学講座

①内 容  岩石・ 鉱物学の基礎知識や地域の大地の生い立ちを学ぶ。
②実施 日  平成11年 5月 8日 G)か ら平成11年 9月 25日 G)ま で全10回
③参加人数 延べ 264人

(2)歴史教養講座

①内 容  歴史研究の魅力や変わ りゆ く社会や時代背景などを解説。
②実施 日  平成11年 6月 6日 (日)か ら平成12年 3月 5日 (日)ま で全10回

③参加人数 延べ 1,149人

(3)民俗講座・ フイール ドヮーク「村を歩 く」

①内 容  昨年度の実施に引き続 き、実際に歩いて地域の歴史や文化を学ぶ。
②実施 日  平成11年 6月 27日 (日 )か ら平成12年 3月 5日 (日)ま で全 8回
③参加人数 延べ 234人
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(4)天文学入門講座「火星を調べる」

①内 容  天文観測の技術を学び火星の動 きを記録化する。

②実施 日  平成 11年 7月 30日 C)か ら10月 16日 C)ま で全11回

③参加人数 延べ 211人

(5)セ ミのぬけが ら調査

①内 容  市域におけるセ ミの生息状況をぬけが らを使って調べ考察する。
②実施 日  平成 11年 7月 11日 (日 )か ら9月 19日 (日 )ま で全 4回
③参加人数 延べ62人

(6)考 古学講座

①内 容   「道具 と社会の関係」をテーマに講義と実習。

②実施 日  平成11年 7月 20日 (火
,祝)か ら平成12年 3月 19日 (日)ま で全 9回

③参加人数 延べ 194人

(7)古文書解読講座「初めて読む古文書」

①内 容  残された古文書から地域の歴史を掘 り起 こす。

②実施 日  平成 11年 8月 29日 (日 )か ら10月 24日 (日 )ま で全 5回

③参加人数 延べ 147人

(8)地理講座「フィール ド調査入門 I～街を歩 く～」

①内 容   「街」をテーマに実際に歩きながら地図の読み方等を学ぶ。
②実施 日  平成 11年 10月 17日 (日)か ら12月 12日 (日)ま で全 5回
③参加人数 延べ 128人

(9)植物学講座「 たねからわかる植物の生活」

①内 容  種子採集を行い、生育場所や種子散布の仕組みについて学ぶ。

②実施目  平成11年 11月 3日 α・祝)か ら11月 28日 (])ま で全 5回
③参加人数 延べ 122人

Ⅱ観望会

(1)星空観望会

①内 容  季節に応 じた天体の観測により天文知識の普及を図る。

②実施 日  平成11年 4月 9日 から平成12年 3月 24日 まで毎週金曜日 (全22回 )

※雨天,曇天時等中止③参加人数 延べ 665人

(2)月 食観望会

①内 容  天体現象に広 く親 しみ一層の興味を深めるための観望会。

②実施 日  11年 7月 28日 (水 )

③参加人数  311人

(3)し し座流星群オ リエンテーション

①内 容  この天体現象に広 く親 しみ一層の興味を深めるための説明会。

②実施 日  11年 11月 13日 (土 )

③参加人数  130人
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Ⅲその他の事業

(1)糸取 り・ 機織 り実演会

①内 容  糸取 り・ 機織 りの方法を見学をするとともに実際に体験する。

②実施 日  平成11年 7月 18日 (日 )、 20日 α ,祝
)

③参加人数 延べ 700人

(2)夏休み子 ども学習相談

①内 容  小・ 中学生を対象に夏の自由研究等のア ドバィスをする。

②実施 目  平成10年 7月 20日 歓・祝)か ら8月 31日 (火)ま で

③参加人数 延べ40人

(3)夏休み親子天文教室

①内 容  親子で望遠鏡を手作 りし、実際に月などを観察する。

②実施 日  平成11年 7月 24G),25(日 )、 8月 21C)・ 22(日 )

③参加人数 延べ 350人

(4)酒 まん じゅう作 り教室

①内 容  地域の伝統食である、酒まん じゅうの作 り方について学ぶ。

②実施 日  平成11年 8月 21日 kt_)、 22日 (日 )

③参加人数 延べ64人

(5)夏休み親子石器作 り教室

①内 容  小学 5・ 6年生を対象に原始時代の「切 る道具」を作 る。

②実施 日  平成11年 8月 22日 (日 )

③参加人数 32人

(6)自 然観察会「水辺の生 き物を探そう」

①内 容  相模川の水辺を歩 きなが ら、生 き物、植物、小石などを観察。

②実施 日  平成11年 8月 22日 (日 )

③参加人数 24人

(7)自 然観察会「秋の神沢河原を探検 しよう」

①内 容  相模川の神沢河原で冬支度を進める動物、植物を観察。

②実施 目  平成11年 10月 17日 (日 )

③参加人数 11人

(8)自 然観察会「身近な生物の冬の暮 らしを観察 しよう」

①内 容  公園や沈殿池でカモや身近な生 き物を観察。

②実施 日  平成12年 1月 23日 (日 )

③参加人数 14人

(9)民俗学講演会「道祖神 とその信仰」

①内 容   「道祖神」の歴史 と性格及び神奈川県の道祖神信仰について。

②実施 日  平成12年 2月 27日 (日 )

③参加人数  200人
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(10)野外地層観察会

①内 容  大島から田名にかけて露頭などを観察 し、地史を探る。

②実施日  平成 12年 3月 5日 (日 )

③参加人数 延べ30人

(11)ネ イチャーゲーム入門教室

①内 容  自然を素材とした「ネイチャーゲーム」の基礎を学ぶ。

②実施 日  平成 12年 3月 12日 (日 )、 19日 (日 )

③参加人数 25人

(12)考古学講演会「古代相模の仏教 と民衆」

①内 容  遺跡からみた古代仏教 と民衆、相模の古代寺院と仏教者について。

②実施日  平成 12年 3月 18日 (土 )

③参加人数  200人

(13)自 然観察会「段丘崖の生き物を観察 しよう」

①内 容  早春の段丘崖の林の中を歩きながら生き物を観察。

②実施日  平成 12年 3月 26日 (日 )

③参加人数 28人

4 プラネタリウム・ 全天周映画

(1)11年 度観覧者合計53,660人

※投影内容別 は以下記。月別の観覧者については 4ペー ジ参照。

(2)一般投影

ア 内 容 解説員による季節の星空説明と企画番組で構成 (所要約50分 )

水の消

組  名

なる月をめざ して

せ大作戦

えた惑星

ス コ ロ ニ ー ヘ

投 影 期 間

(平成11年 3月 13日 (土)) -6月 13日 (日 )

平成11年 6月 19日 Q)～ 9月 5日 (日 )

平成11年 9月 11日 G)～ 12月 5日 (日 )

平成11年 12月 11日 G)～ 12年 3月 12日 (日 )

望遠鏡 平成12年 3月 18日 G)～  (6月 18日 (日 ))すばる

イ 投影時間

ウ 観覧者

(3)全天周映画

ア 内 容

平 日…午後 3時 50分

± 0日 0祝 日・ 小中学校長期休み等…午後 1時 30分 と 3時 50分

20,759A

大型 フィルム使用の映画作品を上映 (所要約50分 )

9

はるか

番  組  名 上 映 期 間

コズ ミック 0ボ ヤージュ G成1鮮 10月 24日 Q)) ～11年 4月 18日 (日 )

エベ レス ト 平成11年 4月 21日 鰊)～ 11年 10月 17日 (日 )

エ ジプ ト 平成11年 10月 23日 (土)～ G成 12年期 16日 (日 ))



イ 上映時間 平 日…午後 2時 40分

土・ 目 0祝 日・ 小中学校長期休み等…午前10時 50分 と午後 2時 40分

ウ 観覧者  23,651人

(4)学習投影      ´

ア 内容 小中学校、幼稚園・ 保育園の団体観覧用の番組

作品
 1キ重雲:軍重呂|:「彙畠litttξ髯lt」

幼児向け「 うちゅうの七 にんきょうだい」

イ 投影時間 事前に利用団体 と調整 し、主に平日午前中に投影

ウ 観覧者   9,250人

(5)プ ラネタリウム夜間投影

小中学校の春休み・ 夏休み期間の毎週金曜 日に限 り、午後 6時か らもプラネタリウ

ムを投影 した。投影回数 9回、観覧者計60人。

(6)出 版物

プラネタリウム案内A5パ ンフレッ ト、B2ポ スター…各投影番組別に作成

5 その他

(1)情報サービスコーナー

ビデオライプラ リーの作品年間視聴本数 計 1, 746本

(2)収蔵資料の「 ミニ展示」

特別展・ 企画展の開催期間外に、特別展示室前で資料の展示を行 った。

化石の魅力 博物館に寄贈された化石―、ひっつ きむ しのカタチ、セ ミのぬけが ら調査

6 学校 と博物館の連携を進める研究会

学校教育での幅広い学習活動のために、博物館の効率的かつ積極的な利用を図
るための連携のあり方を研究・ 協議 した。

(1)委員 (平成11年度 )

氏  名 備  考

小川 久治 委員長・ 旭中学校教諭

岡田 武 副委員長・ 鹿島台小学校教諭

吉田 彰宏 大野台中学校教諭

川上 孝生 大野北中学校教諭

鹿戸 陽子 大野台中央小学校教諭

桝岡 寿江 上溝小学校教論

塚原 健 大沢小学校教諭

堀江 春雄 磯野台小学校教諭
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(2)会 議

主な内容

181ヨ (金 )

7日 (木 )
学習プランの検討

月22日 (火 )
平成12年度の学校利用について

7 広報・ 出版

(1)刊行物

ア 特別展パ ンフレッ ト・ ポスター         ・…各 4種 (前掲 )

イ 収蔵品展のポスター              ・…各 2種 (前掲 )

ウ プラネタリウム及び全天周映画案内パンフレット・ボスター …計 6種 (前掲 )

工 博物館NEWS(V01.15～ Vol.18)

オ 特別展図緑

「水生昆虫の世界琳の中0711き な虫たち～」「描かれた農耕の世界」

力 報告書等

「研究報告第 9集」「地図資料 目録 Ⅱ・ 一般図・ 主題図 0地形図」

(2)有償刊行物一覧 (平成12年 3月 末現在)

有償刊行物については、博物館 と市役所情報公開室で販売。

◎特別展・ 企画展図録

書 名 発行年月 販売価格

郷土 の巨匠・ 岩橋英遠展 7 ell 1,000

江南の至宝 802 1,300

相模原の昆虫―身近にtlる 小さな昆虫たち 804 ｎ
Ｕ

民
υ

９
０

日本 の宇宙開発 8 011 1,000

段丘崖の植物―斜面緑地はいま― 904 ｎ
Ｕ

ｎ
υ

９
４

絵 図か :〕 地形 図′ヽ一近代地囲の誕生と発展― 907 2,550

太 陽オ勇ミー母なる太陽とその家族を巡る一 9 011 700

相模原が海 だ った ころ 10・ 7 800

浮世絵名品展 1009 1,800

水生昆虫の世界執の申の小さな虫たち― 1107 1,200

描かれた農耕の世界 11・ 9 1,500

Ｈ

一　
　
Ｈ

一　
　
１２

一醍
一掴
引
一咽
研
一旧
翻

一
開

一
‐１‐

「

一
‐２‐

「

一
ｉ３‐

乳

馨
摩

摩

臨

博物館を利用 した学習について

1■



◎調査報告書等

書 名 発行年月 販売価格

研究報告第 7集 1998 10・ 3 ｎ
Ｕ

ｎ
ｕ

０
０

研究報告第 8集 1999 11・ 3 600

研究報告第 9集 200o 12・ 3 ｎ
Ｕ

民
υ

一ｂ

資料集 順席 (慶 応三年 ) 100 3 ｎ
ｕ

Ｏ
Ｏ

古 山の生業 と伝承 1003 ｎ
υ

ｎ
υ

ｎ
υ

大島地区の自然 と文化 11・ 3 ｎ
υ

ｎ
υ

相模原市作成の地図 1103 1,000

一般 図・ 主題図・ 地形図 1203 1,200

◎展示解説書

(3)他の機関等 との関連

ア ポスター掲示

前述の各ポスターを、市各機関 。近隣博物館へ掲示を行 った。
イ 記事提供

広報 さがみはら、

・ ポスターを提供

ウ 放送番組 ロケ

博物館を紹介す

主な番組内容

相模原記者 クラブ、その他新聞・ 雑誌、他博物館等へ記事

した。

る、テ レビ・ ラジオ番組の取材に応 じた。

TVK… 建築への旅鑑～かながわコレクション～

博物館実務実習

学芸員資格習得のための実習として、 8月 に19名 を受け入れた。分野は孝古・
歴史 0民俗・ 地理・ 地質・ 動物・ 植物・ 天文、期間は 2週 間とした。

博物館職員の講師派遣

市内各公民館・ 小中学校で実施 される学級・ 講座等について、各施設の依頼に基

づき博物館職員を講師と [ノ て派遣 した。
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資料管理

12年 3月 31日 現在の資料点数は、以下の とおり。

博物館収蔵 資料点数リスト

二次資料 (図書・報告書等)点数リスト

市民研究室

情報コーナー          ~

計 4,003

上

上

占
¨

分  野 分  類 収蔵庫名 収蔵点数 単位 1分 野
考.古 ブ́ツカ 考古資料収蔵庫等 3

土器・石器 片等 考古資料収蔵直 12
橋 本 遺 跡 出 +十 果 考古資料収蔵庫 箱
lF.本 遺跡復元土器 考古資料収蔵崖
ミ幽旦旦墜出上土器 考古資料収蔵庫 鮮
中 村 遣 跡 出 ++果 考古資 料 |マ 瀞 庸 縛
調名 燎 田 措 駄 壼 ,■ 十 ■興 考古資料1又蔵庫 鱚
ヨ麻 卜構 渡 跡 群 ど1+十累 考古資料収蔵庫 簾
夭掛入保遺跡出土土器
矢掛久保遼跡復元土器

考古資料収蔵度 雑

考古 資料 収 蔵 度

下九沢下作ノロ掛麻 出 十■架 考古資料収蔵庫 鉾

下溝 上谷開戸遺跡 出十十翠
贅古資料収蔵庫 縄

考古 資料 収 蔵 庭 箱
歴  史 教科書等 古文 書 Il■ 蔵 度

古文書等市史資料 古文書収蔵庫 占
¨

古文 書 等 市 史 資料 特別 収 蔵 度 21,740 ′点
lfI入 資 料 特別 収 蔵 庫

民俗・

地理

生 活 資料 収 蔵 庫 ,

大 r_l各 料 」v薦滝

17917

軍事資料
地図・写 真 管 料 図面保管庫 5382 ′点

地  質 L石資料 嘔賞 資 料 収 蔵 腫 F 4
岩石・薄 片 誉 μ 咆質 資 料 収 蔵 直筆
テフラ各料 鴫質資料収蔵庫等 ,点

ポーリング誓料 lfj質 資料収蔵直
砂礫・泥流堆積物俗料筆 堕質資料収蔵庫等 268 占

一
石 費 地質 資 料 収 蔵 瞳

all 物 魚類 滞 澤 輝 太 」▽斎 慮 占
¨

15,476

毛虫類 動植物資料収蔵庫 占
、

弊 夜 澪 l_r太 0マ 蔵 膚

鳥類 _ 動植物資料 ll■ 蔵産 9 占

哺平L類 動lll物 資料収蔵庫 4
直  物 乾燥標本等  _ 動植物資料収蔵庭 12,571 12,571
天  文 スライド等 フイルムJ▽ 蔵庫
二次 資 料 型爵・報 告 書 等 鮮 細は別ぃ 市 饂群 空 室 笙 135 占

¨
聖 関係図書類 古文書収蔵庫 占

口言十    ~

私(生涯学習謀)
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2 資料収集・ 保存

3 11年度購入資料

資料名

天文資料 鉄質隕石 J_点

燻蒸の実施

全館燻蒸を 9月 に実施 し、

Ⅳ 調査研究

容

さらに受入れ資料の燻蒸を 7月 及び 1月 に実施 した。

博物館開館以後発掘 さだ

奈良三彩町器小壺の
聾土遺跡一覧の作成。

耕作図及び農具図輔
講中所蔵の諸記録に関する調査。

市域近世村落を中心とした古文書等歴史資料の調査

「

12年度特別展に関する資料調査。田名江成家基地調査。

容内

鯰         ih
新規収集資料を含む、未整理資料の整理
市域の

澤具等資料の収集、未整理資料のカー ド作成。
市域の生活資料の収集 0整理

収集地形図・ 主題図の目録化。新聞資料の合本
収集資料及び収蔵予定資料 (寄贈予定資料)の整理
植物標本の作成 と整理

星雲・ 星団・ 太陽画像の撮影

学術雑誌

新ll書籍及びビデォソフト

考古学 ジャーナル・ 月刊む し・ 天文月報等の専門雑誌 25種
(主 に市民研究室で開架 )

市民研究室・ 情報サービスコーナーヘの配架用 として、新刊書
を中心 とした書籍70冊 、 ビデォ16本 を購入 した。

調査分野

及び調査者

孝古資料の調査

木村 衡

歴史資料の調査

草薙 由美

民俗資料の調査

加藤 隆志
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地理資料の調査

浜田 弘明

天文資料 の調査

杉本 芳秋

福 田 茂

笠原 正則

生活資料の分類及び収集、展示に関する調査。相模大野駅周
辺景観調査。平成期相模原周辺土地利用調査。

相模川水系水生昆虫生息調査…生息状況把握 と二次資料化。

昆虫生息調査…田名地域の昆虫類の生息状況を明 らかに した

市 内 における高等植物の分布状況 の調査。

収集済資料の再整理 の実施。

相模川流域の露頭調査と写真撮影及び岩石・ 化石調査の実施

わ し座 00星 の光電測光観測。

しし座流星群の出現状況の調査。

新たなプラネタリウム学習番組の作成 と液品 ビデオプロジェ

クターを使 った投影の試み。

動物資料 の調査

守屋 博文

植物資料の調査

秋山 幸也

地質資料の調査

金井 憲一
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